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アメリカ公民権法におけるセクシュアル・ハラスメントの男性被害者と性差別概念（二・完）

ア
メ
リ
カ
公
民
権
法
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の 

男
性
被
害
者
と
性
差
別
概
念
（
二
・
完
）

─
─
具
体
的
個
人
と
「
性
別
」
の
関
係
に
関
す
る
一
考
察
─
─

松
　
　
岡
　
　
千
　
　
紘

第
一
章　

は
じ
め
に

　

第
一
節　

課
題

　

第
二
節　

前
提
の
確
認

第
二
章　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
男
性
被
害
者
と
「
被
害
者
像
」

　

第
一
節　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
男
性
被
害
者
と
通
常
の
女
性
基
準

　
　
（
一
）
男
性
か
ら
男
性
へ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
女
性
か
ら
男
性
へ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
　
（
二
）
判
例
の
検
討

　
　
（
三
）　Forell

及
びM

atthew
s

の
提
唱
す
る
通
常
の
女
性
基
準
の
運
用

　
　
（
四
）　

小
括

　

第
二
節　

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
全
体
的
な
状
況
テ
ス
ト

　
　
（
一
）　

全
体
的
な
状
況
テ
ス
ト

　
　
（
二
）　

小
括
（
以
上
、
七
〇
巻
六
号
）
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論　　　説

第
三
章　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
お
け
る
性
差
別
概
念

　

第
一
節　
「
性
別
を
理
由
と
し
た
」
を
巡
る
判
例

　
　
（
一
）
加
害
者
の
動
機
に
基
づ
く
性
差
別
概
念

　
　
（
二
）
差
別
的
効
果
法
理

　
　
（
三
）
性
差
別
と
し
て
の
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化

　
　
（
四
）
小
括

　

第
二
節　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
性
差
別
性
を
巡
る
学
説
状
況

　
　
（
一
）
反
従
属
原
理

　
　
（
二
）
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
　
（
三
）
マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
と
性
差
別

　
　
（
四
）
検
討

第
四
章　

終
わ
り
に
（
以
上
、
本
号
）

第
三
章　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
お
け
る
性
差
別
概
念

　

Ｓ
Ｈ
が
第
七
編
の
性
差
別
法
理
と
し
て
登
場
し
て
き
た
当
初
、
そ
こ
で
の
性
差
別
は
、
主
と
し
て
女
性
に
対
す
る
差
別
／
女
性
の
人

権
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
現
在
に
至
る
ま
で
男
性
に
よ
る
Ｓ
Ｈ
訴
訟
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
Ｓ
Ｈ
の
被
害
者
と
し
て
の
男
性
の
存
在
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
加
え
て
、
特
定
の
性
別
を
被
害
者
像
に
当
て
は
め

る
こ
と
で
性
別
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｈ
の
背
景
に
は
複
層
状
の
権
力
関
係
と
い
う
動
態

が
存
在
し
、
被
害
者
と
加
害
者
の
関
係
が
文
脈
依
存
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
特
定
の
性
別
を
具
体
的
個
人
に
当
て
は
め
る
だ
け
で
は

問
題
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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アメリカ公民権法におけるセクシュアル・ハラスメントの男性被害者と性差別概念（二・完）
　

そ
こ
で
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
具
体
的
な
地
位
を
創
出
す
る
構
造
（
動
態
）
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｈ
の
よ
う
な
被
害
者
の
性
別
の

割
合
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
が
み
ら
れ
る
問
題
領
域
に
お
い
て
は
、
こ
の
脆
弱
な
地
位
を
創
出
す
る
構
造
の
一
つ
の
大
き
な
要
素
を
「
性
差

別
」
で
あ
る
と
み
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、
Ｓ
Ｈ
の
被
害
者
を
脆
弱
な
地
位
に
あ
る
具
体
的
個
人
と
し
て
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
の
性
差
別
の
構
造
的
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
の
際
肝
要
な
の
は
、
男
性
か
ら
女
性
へ
の
Ｓ
Ｈ
の

み
な
ら
ず
、
男
性
か
ら
男
性
へ
の
Ｓ
Ｈ
、
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
に
基
づ
く
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
、
Ｓ
Ｈ
の
多
岐
に
わ
た
る
類
型
を
検

討
し
、
性
差
別
に
関
す
る
包
括
的
な
原
理
論
を
抽
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
七
編
の
Ｓ
Ｈ
法
理
に
お
い
て
こ
の
問
題
は
─
─
お
そ
ら
く
裁
判
所
は
こ
の
課
題
に
関
し
自
覚
的
で
は
な
い
も
の
の
─
─
、
そ
の
他

の
性
差
別
と
同
様
、「
性
別
を
理
由
と
し
た
（because of sex

）
…
…
差
別
」
と
い
う
文
言
の
解
釈
の
問
題
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き

た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
連
邦
裁
判
所
に
よ
る
性
別
を
理
由
と
し
た
差
別
の
解
釈
に
お
い
て
、
脆
弱
な
地
位
を
創
出
す
る
構
造
を
分
析

す
る
際
の
指
針
と
な
る
い
く
つ
か
の
判
例
を
概
括
し
た
後
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
が
多
数
蓄
積
さ
れ
た
九
〇
年
代
の
学
説
状
況
を

検
討
し
、
当
該
課
題
に
対
す
る
一
定
の
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

第
一
節　
「
性
別
を
理
由
と
し
た
」
を
巡
る
判
例

（
一
）
加
害
者
の
動
機
に
基
づ
く
性
差
別
概
念

　

合
衆
国
で
は
、
連
邦
下
級
裁
判
所
に
よ
り
Ｓ
Ｈ
が
第
七
編
違
反
の
性
差
別
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
始
め
た
当
初
、
加
害
者
の
動
機
の
存

否
が
、
Ｓ
Ｈ
の
成
否
の
判
断
に
係
る
重
要
な
要
素
と
さ
れ
て
い
た
。
中
で
も
特
に
、
女
性
の
部
下
が
直
属
の
男
性
上
司
か
ら
頻
繁
な
性

的
誘
い
掛
け
、
侮
蔑
的
な
コ
メ
ン
ト
を
被
っ
たBundy v. Jackson

事
件
は
、
当
該
事
件
を
審
査
し
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
巡
回
区

連
邦
控
訴
裁
判
所
が
こ
の
判
断
基
準
と
し
て
「but-for

」
テ
ス
ト
を
採
用
し
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
。
当
該
テ
ス
ト
は
、
所
謂
「
あ
れ

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」
と
す
る
事
実
上
の
因
果
関
係
／
条
件
関
係
理
論
で
あ
り
、「
性
別
を
理
由
と
し
た
」
差
別
の
成
否
に
お
け
る
明

確
な
判
断
基
準
と
し
て
機
能
す
る
。
具
体
的
に
は
、
被
害
者
を
、
こ
れ
と
異
な
る
性
別
の
被
用
者
と
比
較
し
、
被
害
者
の
性
別
が
な
け

れ
ば
（but for sex

）、
加
害
者
に
よ
る
性
的
言
動
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
を
根
拠
に
、
そ
れ
が
性
差
別
で
あ
る
と
判
断
す

る
。
同
裁
判
所
は
、
男
性
上
司
か
ら
女
性
部
下
へ
の
性
的
誘
い
が
対
価
型
Ｓ
Ｈ
に
あ
た
る
と
判
断
さ
れ
たBarnes v. Costle

事
件
を

先
例
と
し
て
参
照
し
な
が
ら
当
該
テ
ス
ト
を
用
い
た
上
で
、
問
題
と
な
る
性
的
言
動
は
「
男
性
被
用
者
に
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ

う
」
と
判
示
し
、
か
か
る
言
動
の
第
七
編
違
反
を
認
め
た
。

　

争
わ
れ
る
性
的
言
動
（
特
に
性
的
誘
い
掛
け
）
が
、「
被
害
者
の
性
別
が
な
け
れ
ば
」
生
じ
な
か
っ
た
の
か
否
か
を
判
断
基
準
に
す

る
こ
の
テ
ス
ト
は
、
極
め
て
明
瞭
な
論
理
に
基
づ
き
、
条
件
さ
え
整
え
ば
そ
の
審
査
も
容
易
で
あ
る
た
め
、
第
七
編
の
Ｓ
Ｈ
訴
訟
に
お

け
る
原
告
の
当
初
の
要
証
事
実
の
一
つ
と
し
て
連
邦
下
級
裁
判
所
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

特
に
同
性
間
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
誘
い
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
で
も
、
当
該
テ
ス
ト
は
明
瞭
な
結
論
を
も
た
ら
す
。
原
告
の
男

性
が
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
誘
い
に
晒
さ
れ
た
と
主
張
し
たW

right v. M
ethodist Y

outh Services Inc.

事
件
で
、
イ
リ
ノ
イ
州

北
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
異
性
間
の
対
価
型
Ｓ
Ｈ
の
判
例
を
参
照
し
、「
男
性
被
用
者
に
向
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
女
性
被
用

者
へ
の
要
求
は
、
性
差
別
に
含
ま
れ
る
」
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
本
件
に
お
け
る
男
性
上
司
か
ら
原
告
へ
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な

誘
い
が
、「
女
性
に
は
向
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
男
性
被
用
者
へ
の
要
求
」
で
あ
り
、
性
別
に
基
づ
く
差
別
を
構
成
す
る
と
結
論
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
男
性
か
ら
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
誘
い
が
争
わ
れ
たEEO

C v. W
alden Book Co.

事
件
に
お
い
て
も
、「
同
性
愛

者
の
上
司
が
、
不
快
な
性
的
誘
い
を
同
性
の
部
下
へ
行
い
、
反
対
の
性
別
の
被
用
者
に
は
そ
う
し
な
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
完
全
に
、

そ
の
部
下
の
性
別
が
な
け
れ
ば
、
彼
は
そ
の
扱
い
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
状
況
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
同
性
間
の
Ｓ
Ｈ
が
第

七
編
違
反
と
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
加
害
者
か
ら
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
誘
い
が
第
七
編
違
反
と
な
る
か
争
わ

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）
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れ
る
事
件
で
、
加
害
者
が
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
、「but-for

」
テ
ス
ト
は
容
易
に
満
た
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
被
害
者
の
性
別
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
言
動
（
性
的
誘
い
掛
け
）
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
当
該
テ
ス
ト
は
、
加
害
者
の
性
的
欲

望
と
い
う
動
機
が
Ｓ
Ｈ
の
背
景
に
存
在
す
る
と
の
前
提
を
持
つ
。
だ
が
前
章
で
挙
げ
た
判
例
で
既
に
み
た
よ
う
に
、
Ｓ
Ｈ
は
、
加
害
者

の
性
的
欲
望
の
み
に
動
機
付
け
ら
れ
て
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
男
性
と
女
性
双
方
が
同
一
の
敵
対
的
職
場
環
境
に
服
し
て

い
る
た
め
に
加
害
者
の
動
機
の
存
否
自
体
が
不
明
瞭
な
Ｓ
Ｈ
も
あ
り
、
そ
う
す
る
と
、「but-for

」
テ
ス
ト
に
基
づ
く
性
差
別
概
念
の

射
程
は
か
な
り
限
定
的
な
も
の
と
な
る
。

（
二
）
差
別
的
効
果
法
理

　
「but-for

」
テ
ス
ト
で
は
適
切
に
Ｓ
Ｈ
の
成
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
例
と
し
て
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
事
件
が
あ

る
。Robinson v. Jacksonville Shipyards, Inc.

事
件
で
は
、
原
告
女
性
が
、
女
性
の
ヌ
ー
ド
写
真
等
性
的
掲
示
物
が
蔓
延
す
る
職

場
が
第
七
編
違
反
の
環
境
型
Ｓ
Ｈ
に
な
る
と
訴
え
た
。
ほ
と
ん
ど
の
被
用
者
が
男
性
で
あ
っ
た
当
該
職
場
で
は
、
男
性
女
性
双
方
が
当

該
環
境
に
服
し
て
い
た
。
さ
ら
に
被
告
は
、
こ
れ
ら
の
性
的
掲
示
物
は
原
告
が
就
労
す
る
以
前
か
ら
溢
れ
て
お
り
、
女
性
被
用
者
を
害

す
る
意
図
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
に
「but-for

」
テ
ス
ト
を
適
用
す
る
場
合
、
男
性
女
性
双
方
が
同

一
の
環
境
に
服
し
て
お
り
、
加
え
て
原
告
の
入
社
以
前
か
ら
か
か
る
性
的
言
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
原
告
女
性
の

「
性
別
を
理
由
に
」
な
さ
れ
た
と
は
い
え
ず
、
性
差
別
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
結
果
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
件
に
対
し
フ
ロ
リ
ダ
州
中
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
心
理
学
の
専
門
家
証
言
も
採
用
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
、
原
告
の

主
張
を
支
持
し
た
。
曰
く
、「
写
真
そ
れ
自
体
は
、
職
場
の
女
性
を
害
す
る
意
図
か
ら
生
じ
て
い
な
い
（
そ
の
言
動
が
始
ま
っ
た
時
点

に
お
い
て
、
当
該
職
場
で
働
く
女
性
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
た
め
）」
が
、「
明
ら
か
に
、
現
在JSI

〔
こ
の
職
場
〕
で
働
く
女
性
を
不

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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均
衡
に
侮
辱
す
る
効
果
を
も
た
ら
」
し
た
。
こ
の
よ
う
な
言
動
は
、「
た
と
え
特
定
の
女
性
被
用
者
を
害
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
な

い
と
し
て
も
、
全
て
の
女
性
被
用
者
に
害
を
も
た
ら
し
、
職
場
環
境
を
性
化
す
る
（sexualizes

）。
…
…
原
告
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

訴
え
は
、
性
別
に
基
づ
い
て
い
た
」。
こ
こ
で
同
裁
判
所
は
、
男
性
と
女
性
へ
同
様
の
性
的
言
動
が
な
さ
れ
た
場
合
で
も
、
対
象
と
な

る
性
別
に
よ
っ
て
そ
の
効
果
に
違
い
が
生
じ
る
と
い
う
論
理
を
採
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
特
に
女
性
に
対
し
て
害
悪
と
な
る
職
場
の

「
性
化
」
と
い
う
効
果
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
た
め
、
加
害
者
の
意
図
（
動
機
）
は
関
係
が
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

Robinson

事
件
と
同
様
に
、
次
のPetrosino v. Bell A

tlantic

事
件
で
も
、
男
性
と
女
性
双
方
が
性
的
に
侮
辱
的
な
敵
対
的
環

境
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
本
件
を
審
理
し
た
第
二
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
原
告
の
性
差
別
の
主
張
を
認
め
た
。

曰
く
、「
男
性
と
女
性
双
方
が
職
場
で
同
様
の
不
快
な
言
動
に
晒
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
法
律
問
題
と
し
て
、
必
ず
し
も
彼
ら

の
職
場
環
境
が
等
し
く
過
酷
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
」。
原
告
の
「
職
場
環
境
で
は
、
男
性
と
女
性
双
方
が
侮
辱
さ

れ
た
が
、
重
要
な
事
は
、
そ
の
差
異
で
あ
る
」。
即
ち
、「
侮
辱
的
な
冗
談
や
写
真
に
お
け
る
女
性
の
描
写
は
、
…
…
男
性
が
、
集
団
と

し
て
の
女
性
を
性
的
に
搾
取
で
き
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
た
。
職
場
で
の
女
性
へ
の
こ
の
よ
う
な
誹
謗
中
傷
は
、
上
司
の

介
入
も
な
く
何
年
に
も
亘
り
日
々
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
男
性
の
同
僚
と
職
務
上
や
り
と
り
し
よ
う
と
す
る
全
て
の
女
性
の
前
に
深
刻

な
障
害
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
」。

　

以
上
の
連
邦
下
級
裁
判
所
の
判
例
は
、
男
性
と
女
性
が
同
様
の
性
的
言
動
に
服
し
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
両
性
に
こ
れ
ら
が
異

な
っ
て
影
響
す
る
こ
と
が
、
当
該
言
動
が
性
差
別
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
言
動
の
両
性
へ
の

異
な
る
影
響
を
性
差
別
の
根
拠
と
す
る
方
法
は
、
性
差
別
の
成
否
の
判
断
に
お
け
る
「
差
別
的
効
果
法
理
（disparate im

pact the-

ory

）」
と
し
て
、
Ｓ
Ｈ
以
外
の
性
差
別
に
関
す
る
連
邦
裁
判
所
の
判
例
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
差
別
的
効
果
法

理
の
Ｓ
Ｈ
法
理
へ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
動
機
の
判
然
と
し
な
い
Ｓ
Ｈ
や
、
男
性
と
女
性
双
方
が
同
一
の
環
境
に
服
す
る
Ｓ
Ｈ
を
性
差
別

（
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）

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
で
こ
の
理
論
は
、
職
場
の
性
化
に
よ
り
女
性
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
論
拠
と
す
る
た
め
、
男
性

が
当
該
理
論
を
用
い
て
Ｓ
Ｈ
を
主
張
す
る
こ
と
の
困
難
さ
と
い
う
難
点
も
抱
え
て
い
る
。

（
三
）　

性
差
別
と
し
て
の
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化

　

最
後
に
、
差
別
的
効
果
法
理
が
、
男
性
が
被
害
者
と
な
る
Ｓ
Ｈ
の
事
例
に
対
し
抱
え
る
課
題
を
克
服
し
う
る
性
差
別
理
論
に
関
す
る

判
例
を
み
て
い
く
。
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
た
事
件
で
は
な
い
も
の
の
、
一
九
八
九
年
に
判
決
が
下
さ
れ
たPrice W

aterhouse v. 

H
opkins

事
件
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
初
め
て
、
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
に
基
づ
く
別
異
取
扱
い
が
第
七
編
の
性
差
別
の
禁
止

違
反
と
な
る
と
判
示
し
た
。
本
件
で
は
原
告
女
性
が
、
提
携
企
業
か
ら
男
性
的
で
積
極
的
過
ぎ
る
と
み
な
さ
れ
提
携
を
拒
否
さ
れ
た
こ

と
が
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
に
基
づ
く
差
別
で
あ
り
、
第
七
編
違
反
の
性
差
別
と
な
る
と
主
張
し
提
訴
し
た
。
相
対
多
数
意
見
を
執

筆
し
たBrennan

判
事
は
、
原
告
の
主
張
を
支
持
し
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
曰
く
、「
我
々
は
、
被
用
者
ら
が
彼
ら
の
集
団
に
関
連

付
け
ら
れ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
合
致
す
る
と
推
測
又
は
主
張
す
る
こ
と
で
被
用
者
を
評
価
で
き
た
時
代
を
超
え
て
い
る
。
何
故
な
ら
、

連
邦
議
会
は
、
使
用
者
が
諸
個
人
の
性
別
を
理
由
と
し
て
差
別
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
に
際
し
、
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
ら
生
じ

る
男
性
と
女
性
の
、
全
て
の
領
域
の
別
異
取
扱
い
に
取
組
む
こ
と
を
意
図
し
た
た
め
だ
」。「
使
用
者
が
女
性
の
積
極
性
に
反
対
す
る
一

方
で
、
彼
女
達
の
立
場
に
は
そ
の
特
徴
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
女
達
が
積
極
的
に
振
る
舞
え
ば
仕
事
を
失
い
、
ま
た
そ
の

よ
う
に
振
る
舞
わ
な
い
場
合
で
も
仕
事
を
失
う
と
い
う
、
耐
え
難
く
、
ま
た
容
認
で
き
な
い
落
と
し
穴
に
女
性
た
ち
を
落
と
す
。
第
七

編
は
こ
の
拘
束
か
ら
女
性
を
解
放
す
る
」。「
第
七
編
の
訴
え
を
行
う
原
告
が
、
彼
女
の
性
別
が
雇
用
上
の
決
定
に
お
け
る
動
機
付
け
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
を
証
明
す
る
場
合
、
被
告
は
、
原
告
の
性
別
を
考
慮
に
入
れ
な
い
場
合
で
も
同
様
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
た
だ
ろ

う
こ
と
に
関
す
る
証
拠
の
優
越
（preponderance of the evidence

）
に
よ
り
証
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
責
任
の
認
定
を
回

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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避
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
よ
る
差
別
を
根
拠
に
し
た
雇
用
上
の
決
定
が
、
第
七
編
違
反
の
責
任
を
生

じ
さ
せ
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
よ
う
に
連
邦
最
高
裁
が
、「
性
別
を
理
由
と
し
た
」
差
別
の
範
囲
を
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
に
基
づ

く
別
異
取
扱
い
に
ま
で
拡
張
し
た
本
件
は
、
特
に
同
性
間
の
Ｓ
Ｈ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
評
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
前
章
で
取
り
上
げ
たO

ncale v. Sundow
ner O

ffshore Services, Inc.

事
件
も
、
そ
れ
ま
で
下
級
審
に
お
い
て
判
断

が
分
か
れ
て
い
た
、
第
七
編
が
同
性
間
の
環
境
型
Ｓ
Ｈ
を
禁
止
す
る
の
か
と
い
う
論
点
に
対
し
、
連
邦
最
高
裁
が
こ
れ
を
認
定
し
た
こ

と
で
第
七
編
の
「
性
別
を
理
由
と
し
た
」
差
別
の
範
囲
を
拡
張
し
た
。
本
件
で
全
員
一
致
の
法
廷
意
見
を
執
筆
し
たScalia

判
事
は
、

「
単
に
、
原
告
と
被
告
（
あ
る
い
は
、
被
告
の
た
め
に
活
動
し
た
と
訴
え
ら
れ
た
者
）
が
同
性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
第
七
編
の
い

か
な
る
内
容
も
、『
性
別
を
理
由
と
し
た
』
差
別
の
訴
え
を
必
然
的
に
除
外
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
判
示
し
た
。
そ
の
上
で
同
判
事
は
、

同
性
間
の
Ｓ
Ｈ
が
第
七
編
の
「
性
別
を
理
由
と
し
た
」
差
別
に
該
当
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
三
要
素
を
提
示
し
た
。
即
ち
、

①
加
害
者
が
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
あ
る
と
い
う
信
用
で
き
る
証
拠
が
あ
る
場
合
、
②
加
害
者
た
ち
が
、
職
場
で
彼
あ
る
い
は
彼
女
の

性
別
の
人
々
に
対
し
様
々
な
敵
意
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
関
す
る
証
拠
が
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
③
加
害
者
が
、
職
場
で
女

性
と
男
性
を
異
な
っ
て
取
り
扱
っ
て
い
た
と
い
う
証
拠
が
あ
る
場
合
、「
性
別
を
理
由
と
し
た
」
差
別
の
成
立
が
認
定
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
本
件
で
示
さ
れ
た
三
要
素
の
中
に
は
、Price W

aterhouse

事
件
で
第
七
編
違
反
と
判
断
さ
れ
た
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
に

基
づ
く
差
別
に
関
す
る
証
拠
（
要
素
）
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
類
型
の
Ｓ
Ｈ
は
、
職
場
内
に
頻
繁
に
み
ら
れ
る
嫌
が

ら
せ
の
形
態
で
あ
り
、
後
に
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
の
事
件
を
審
査
し
た
下
級
裁
判
所
の
い
く
つ
か
は
、O

ncale

判
決
で
示
さ
れ

た
三
要
素
を
例
示
的
な
も
の
と
解
し
た
上
で
、Price W

aterhouse
事
件
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
の
理
論
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
の

中
の
一
つ
で
あ
る
、N

ichols v. A
zteca Restaurant Enterprises, Inc.

事
件
に
お
い
て
、
第
九
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
男

性
に
対
す
る
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ
く
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
、
第
七
編
違
反
の
性
別
を
理
由
と
し
た
差
別
を
構
成
す
る
と
判
示
し

（
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た
。
本
件
に
お
い
て
同
裁
判
所
は
、「
女
性
の
よ
う
に
」
ふ
る
ま
い
、
男
性
と
し
て
と
る
べ
き
行
動
を
と
ら
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
か

ら
、
原
告
に
対
し
「
体
系
的
な
虐
待
（system

atic abuse

）
が
行
わ
れ
た
」
と
述
べ
た
。
同
裁
判
所
曰
く
、
原
告
男
性
を
「
彼
女
」

等
と
呼
ん
だ
男
性
同
僚
や
上
司
は
、
か
か
る
言
動
に
よ
っ
て
、「
彼
が
性
別
に
基
づ
く
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
（gender-based stereo-

type

）
に
一
致
し
な
い
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
た
」。「
こ
の
口
頭
の
虐
待
は
、
性
別
（gender

）
に
密
接
に
結
び
つ
く
」。
従
っ
て
、

「
本
件
の
争
点
で
あ
る
口
頭
の
虐
待
は
、
性
別
を
理
由
と
し
て
な
さ
れ
た
」。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
に
第
五
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所

が
大
法
廷
で
判
決
を
下
し
たEEO

C v. Both Brothers Construction Com
pany

事
件
も
、
男
性
に
対
す
る
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
に
基
づ
く
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
、
性
別
を
理
由
と
し
た
差
別
を
構
成
す
る
と
判
断
し
た
。
本
件
で
は
、
同
僚
の
男
性
や
上
司
が
原
告
の

男
性
に
対
し
、「
プ
ッ
シ
ー
」
な
ど
と
呼
ん
だ
り
、
性
器
を
見
せ
る
な
ど
の
侮
辱
的
な
言
動
を
行
っ
た
こ
と
が
、
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
化
に
基
づ
く
Ｓ
Ｈ
で
あ
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
。
同
裁
判
所
は
、
原
告
が
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
の
証
拠
に
依
拠
し
て
第
七
編
違

反
の
性
差
別
の
訴
え
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、Price W

aterhouse

事
件
の
先
例
と
し
て
の
有
効
性
を
承
認
し
た
。
加
え
て

同
裁
判
所
は
、
そ
れ
ま
で
全
て
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
が
、
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
の
Ｓ
Ｈ
に
お
い
て
、
原
告
が
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
に
適
合
し
な
い
こ
と
に
関
す
る
客
観
的
証
拠
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
て
き
た
の
に
対
し
、
加
害
者
が
原
告
を
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
に
一
致
し
な
い
と
み
な
し
た
か
否
か
に
関
す
る
主
観
的
証
拠
で
足
り
る
と
判
断
し
た
。

　

こ
の
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
は
、
男
性
女
性
そ
れ
ぞ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
該
類
型
の
Ｓ
Ｈ
を
第
七
編

の
「
性
別
を
理
由
と
し
た
」
差
別
に
含
め
る
こ
と
は
、
差
別
的
効
果
法
理
か
ら
さ
ら
に
性
差
別
の
射
程
を
拡
張
す
る
効
果
を
持
つ
。

（
四
）
小
括

　

以
上
の
よ
う
に
、
加
害
者
の
動
機
に
着
目
し
、
被
害
者
の
性
別
が
な
け
れ
ば
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
る
性
的
言
動
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

（
32
）

（
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）

（
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と
す
る
「but-for

」
テ
ス
ト
に
基
づ
く
性
差
別
概
念
の
射
程
は
、
多
様
な
Ｓ
Ｈ
の
実
態
に
か
ん
が
み
て
も
、
非
常
に
限
定
的
な
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
言
動
が
両
性
に
異
な
っ
て
影
響
す
る
こ
と
を
性
差
別
の
根
拠
と
す
る
差
別
的
効
果
法
理
は
、
両
性
が
同
一
の
敵
対

的
環
境
に
服
す
る
Ｓ
Ｈ
に
ま
で
射
程
範
囲
を
拡
張
す
る
も
の
の
、
差
別
的
効
果
と
さ
れ
る
職
場
の
「
性
化
」
に
よ
り
害
さ
れ
る
対
象
が

「
女
性
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
、
同
様
の
環
境
に
服
す
る
男
性
が
当
該
理
論
を
用
い
て
Ｓ
Ｈ
を
主
張
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
一

方
、
最
後
に
み
た
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
に
基
づ
く
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
女
性
の
み
な
ら
ず
、
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
一
致
し
な

い
男
性
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
同
法
理
を
「
性
別
を
理
由
と
し
た
差
別
」
の
根
拠
に
す
る
場
合
、
さ
ら
に
広
範
な
類
型
の

Ｓ
Ｈ
を
射
程
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
学
説
は
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以

下
で
は
、
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
に
関
す
る
学
説
上
の
議
論
を
検
討
し
て
い
く
。

第
二
節　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
性
差
別
性
を
巡
る
学
説
状
況

　

学
説
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
に
関
す
る
原
理
的
考
察
が
非
常
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
同
性
間
の
Ｓ
Ｈ
訴
訟
が
増

加
し
始
め
る
九
〇
年
代
以
降
、
同
性
間
Ｓ
Ｈ
や
女
性
か
ら
男
性
へ
の
Ｓ
Ｈ
を
第
七
編
の
性
差
別
理
論
の
下
で
包
括
的
に
分
析
す
る
原
理

論
的
検
討
が
多
数
登
場
し
た
。
そ
こ
で
以
下
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
牽
引
し
て
き
た
論
者
の
見
解
を
取
り
上
げ
、
Ｓ
Ｈ
が
性
差
別
と
し
て
、

個
人
の
脆
弱
性
を
構
造
的
に
創
出
す
る
動
態
を
探
っ
て
い
く
。

（
一
）　

反
従
属
原
理

　

最
も
初
期
に
、
Ｓ
Ｈ
の
構
造
分
析
を
包
括
的
に
行
っ
たCatharine A

. M
acK

innon

の
『SEX

U
A

L H
A

RA
SSM

EN
T

 O
F 

W
O

RK
IN

G W
O

M
EN

』
は
、M

acK
innon

の
著
作
の
中
で
も
古
典
的
名
著
と
し
て
知
ら
れ
、
本
書
が
Ｓ
Ｈ
法
理
に
及
ぼ
し
た
影
響

（
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）
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は
多
大
で
あ
る
。M

acK
innon

は
Ｓ
Ｈ
の
概
念
を
、
性
別
（sex

）
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
そ
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）
の
関
係
を
構
造

的
に
捉
え
る
社
会
構
築
主
義
の
立
場
か
ら
分
析
す
る
。M

acK
innon

は
本
書
に
お
い
て
、「but-for

」
テ
ス
ト
を
支
え
る
論
理
で
あ
り
、

彼
女
が
差
異
説
（differences approach

）
と
呼
ぶ
、「
等
し
い
者
は
等
し
く
扱
わ
れ
、
異
な
っ
た
者
は
異
な
っ
て
扱
わ
れ
る
」
と
い

う
伝
統
的
な
差
別
禁
止
法
理
に
お
け
る
原
則
を
強
く
批
判
し
、
反
従
属
原
理
と
い
う
性
差
別
に
関
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
法
理
を
提
唱
し

て
い
る
。
反
従
属
原
理
は
、
そ
の
分
析
の
中
心
に
、
あ
る
社
会
的
集
団
を
体
系
的
に
不
利
な
立
場
に
置
く
差
別
の
本
質
的
作
用
を
据
え

て
い
る
。
当
該
分
析
に
よ
れ
ば
、
性
差
別
と
は
、
女
性
を
男
性
よ
り
も
劣
位
に
規
定
し
、
男
性
と
の
違
い
を
理
由
に
、
女
性
に
累
積
的

に
不
利
益
を
被
ら
せ
る
制
度
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
両
性
の
差
異
を
生
じ
さ
せ
る
社
会
的
／
構
造
的
不
平
等

で
あ
り
、「but-for

」
テ
ス
ト
で
問
わ
れ
る
よ
う
な
、
単
な
る
両
性
の
異
な
る
取
扱
い
で
は
な
い
。

　

反
従
属
原
理
に
お
い
て
は
、「
規
則
あ
る
い
は
慣
行
が
、
性
別
（sex

）
を
理
由
と
し
て
、
一
方
の
性
別
か
ら
体
系
的
に
社
会
的
な
権

利
を
奪
う
こ
と
に
関
与
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
差
別
で
あ
る
。
訴
訟
に
関
す
る
唯
一
の
問
題
は
、
争
点
と
な
る
方
針
あ
る
い
は
慣
行
が
、

性
別
（gender

）
の
地
位
を
理
由
と
し
て
、
下
層
の
人
々
、
あ
る
い
は
不
利
な
地
位
を
放
置
す
る
の
に
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
か
否
か
で
あ
る
。
…
…
不
公
正
は
、
女
性
あ
る
い
は
男
性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て

4

4

4

4

4

権
利
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、

こ
の
権
利
の
侵
害
と
は
、
一
方
の
性
別
（sex

）
が
他
方
の
性
別
に
対
し
支
配
的
又
は
優
位
に
あ
る
と
い
う
社
会
的
文
脈
の
中
で
意
味

を
持
つ
」。
つ
ま
り
、
反
従
属
原
理
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
特
定
の
事
件
の
前
後
関
係
と
い
っ
た
、
ミ
ク
ロ
な
文
脈
／
構
造
で

は
な
く
、
体
系
的
か
つ
歴
史
的
に
構
築
さ
れ
た
差
異
と
い
っ
た
、
差
別
の
社
会
的
動
態
で
あ
る
。

　

で
は
、
Ｓ
Ｈ
を
性
差
別
と
判
断
す
る
具
体
的
な
要
素
は
何
か
。
反
従
属
原
理
に
よ
れ
ば
、
次
の
三
つ
の
Ｓ
Ｈ
に
関
す
る
性
質
が
、
雇

用
に
お
け
る
Ｓ
Ｈ
を
性
差
別
と
す
る
根
拠
で
あ
る
。
第
一
に
、
生
存
と
引
き
換
え
の
性
行
為
は
、
歴
史
的
に
み
て
、
男
性
が
女
性
を
性

的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
女
性
の
経
済
的
な
依
存
性
と
劣
位
を
確
実
な
も
の
に
し
て
き
た
。
第
二
に
、
Ｓ
Ｈ
は
概

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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し
て
、
悪
意
の
あ
る
望
ま
れ
な
い
方
法
で
、
女
性
に
対
し
て
強
制
的
に
性
行
為
の
主
導
権
を
取
る
と
い
う
男
性
の
性
役
割
の
パ
タ
ー
ン

を
表
現
し
て
い
る
。
第
三
に
、
こ
の
社
会
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
女
性
を
女
性
と
し
て
規
定
し
て
い
る
た
め

に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
侵
害
は
、
女
性
で
あ
る
こ
と
そ
の
も
の
へ
の
攻
撃
で
あ
る
。
Ｓ
Ｈ
は
、
女
性
の
経
済
的
な
依
存
性
と
劣
位

及
び
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
侵
害
を
利
用
し
、
ま
た
そ
れ
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
女
性
の
社
会
的
な
不
平
等
を
形
成
す
る
（
そ
し
て
そ

れ
を
放
置
す
る
）。
以
上
の
理
由
か
ら
、
Ｓ
Ｈ
と
い
う
慣
行
は
、
女
性
の
従
属
を
存
続
さ
せ
、
そ
の
社
会
関
係
を
通
じ
て
、
女
性
の
社

会
的
権
利
の
は
く
奪
に
関
与
す
る
。
従
っ
て
、
Ｓ
Ｈ
は
性
差
別
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

だ
が
、
上
の
要
素
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
反
従
属
原
理
に
よ
る
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
概
念
の
分
析
の
雛
型
は
、
男
性
に
よ
る
強
制
的
な

性
的
行
為
等
を
通
じ
た
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
へ
の
侵
害
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
類
型
の
Ｓ
Ｈ
に
対
す
る
当
該
ア
プ
ロ
ー
チ
の
妥

当
性
は
制
限
さ
れ
る
。
以
下
で
取
り
上
げ
る
各
論
者
も
、
こ
の
反
従
属
原
理
の
射
程
範
囲
の
狭
さ
を
指
摘
し
、
当
該
ア
プ
ロ
ー
チ
を
批

判
す
る
。

（
二
）　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

九
〇
年
代
末
の
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
論
争
に
お
い
て
非
常
に
綿
密
な
理
論
を
提
示
し
、
牽
引
的
な
地
位
を
占
め
たK

atherine Fran-

ke

も
、M

acK
innon

が
差
異
説
と
呼
ん
だ
、「but-for

」
テ
ス
ト
の
背
景
に
あ
る
平
等
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
否
定
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
、

か
か
る
根
拠
は
加
害
者
の
性
的
欲
望
の
存
在
と
い
う
前
提
条
件
を
抱
え
て
い
る
。
異
性
間
の
Ｓ
Ｈ
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
加
害
者
を

暗
に
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
だ
と
想
定
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
前
提
条
件
は
黙
示
的
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
性
的
欲
望
と
い
う
前
提
条

件
は
、
同
性
間
の
Ｓ
Ｈ
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
加
害
者
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
性
を
証
拠
と
し
て
要
求
し
、
こ
れ
を
証
明
す
る
た

め
の
証
拠
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
現
れ
る
。
だ
がFranke

に
よ
れ
ば
、「
性
別
を
理
由
と
し
た
差
別
」
の
内
容
を
性
的

（
43
）

（
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）

（
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）

（
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）
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欲
望
に
制
限
す
る
こ
と
は
、
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
関
係
を
異
性
間
Ｓ
Ｈ
に
お
い
て
デ
フ
ォ
ル
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
司
法
に
お

け
る
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ズ
ム
を
再
生
産
す
る
こ
と
と
な
る
。
加
え
て
、
こ
の
テ
ス
ト
が
、
加
害
者
の
性
的
欲
望
以
外
の
他
の
動
機
を
要
求

す
る
こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
職
場
で
男
性
が
女
性
の
容
姿
や
体
型
を
ほ
め
る
と
い
う
行
為
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
男
性

の
主
観
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
性
差
別
的
な
動
機
を
背
景
に
し
て
い
な
い
一
方
、
こ
う
し
た
言
動
は
女
性
に
と
っ
て
侮
辱
的
で
あ
る
場
合

が
あ
る
。
従
っ
て
、
加
害
者
の
主
観
的
意
図
に
着
目
す
る
「but-for

」
テ
ス
ト
は
、
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
の
判
断
基
準
と
し
て
は
不
適
当

で
あ
る
。

　

で
は
、
加
害
者
の
主
観
的
動
機
を
性
差
別
の
根
拠
と
し
な
い
場
合
、
そ
れ
に
代
わ
る
性
差
別
性
の
判
断
基
準
は
何
か
。
同
性
間
Ｓ
Ｈ

の
判
例
に
お
い
て
は
、
加
害
者
が
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
失
敗
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
次
に
、
そ
の
言
動
が
反
男
性
的

（
及
び
反
女
性
的
）
な
慣
行
を
創
出
し
た
か
ど
う
か
を
判
断
基
準
と
す
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
一
方
の
性
別
の
被
用
者
し
か
い
な
い
職

場
は
、
反
男
性
的
（
及
び
反
女
性
的
）
に
な
り
え
な
い
た
め
、
全
て
の
被
用
者
が
男
性
で
あ
る
職
場
、
あ
る
い
は
全
て
の
被
用
者
が
女

性
で
あ
る
職
場
の
場
合
、
当
該
基
準
は
Ｓ
Ｈ
の
認
定
に
極
め
て
制
限
的
な
方
向
で
機
能
す
る
。
ま
た
、
た
と
え
両
性
が
存
在
す
る
職
場

で
あ
っ
て
も
、
被
告
側
が
、
被
害
者
と
同
性
の
被
用
者
の
証
人
に
、
当
該
環
境
が
反
男
性
的
で
は
な
か
っ
た
と
証
言
さ
せ
る
こ
と
も
あ

る
。
故
に
、
当
該
基
準
も
客
観
的
か
つ
妥
当
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
。

　

Franke

は
さ
ら
に
、M

acK
innon

に
よ
る
反
従
属
原
理
が
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
に
関
す
る
優
れ
た
概
念
化
で
あ
る
と
評
価
し
つ
つ
も
、

次
の
問
題
点
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
即
ち
、
反
従
属
原
理
で
は
、
男
性
か
ら
女
性
へ
の
歴
史
的
支
配
と
い
う
形
態
が
主
た
る
性
差
別
の

根
拠
と
な
る
た
め
に
、
男
性
か
ら
男
性
へ
の
Ｓ
Ｈ
─
─
男
性
が
、
男
性
の
男
性
性
を
、
性
的
侮
辱
行
為
を
通
じ
て
管
理
す
る
慣
行
─
─

の
形
態
を
捉
え
損
な
う
。
ま
た
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
女
性
を
被
害
者
へ
と
定
位
さ
せ
る
こ
と
で
そ
の
地
位
を
本
質
化
し
、
女
性
以
外

に
も
広
く
影
響
を
及
ぼ
す
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
に
基
づ
く
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
矮
小
化
す
る
。Franke

に
よ
れ
ば
、「
む
し
ろ
問
題

（
47
）

（
48
）

（
49
）

（
50
）
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は
は
る
か
に
体
系
的
で
あ
る
。
セ
ク
シ
ズ
ム
を
女
性
に
対
す
る
男
性
か
ら
の
行
い
に
還
元
し
て
し
ま
う
と
、
我
々
は
、
セ
ク
シ
ズ
ム
を

非
常
に
強
固
に
、
効
果
的
に
有
害
に
す
る
基
底
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
見
失
っ
て
し
ま
う
」。

　

そ
こ
で
、Franke

が
提
唱
す
る
の
が
、
セ
ク
シ
ズ
ム
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
論
で
あ
る
。Franke

に
よ
れ
ば
、
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
は
、

「
女
性
的
な
女
性
を
（
ヘ
テ
ロ
な
）
性
的
客
体
と
し
、
男
性
的
な
男
性
を
（
ヘ
テ
ロ
な
）
性
的
主
体
と
す
る
目
標
を
も
つ
、
包
括
的
な

規
制
慣
行
と
し
て
の
権
力
の
中
」
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
規
範
（
権
力
）
は
、
女
性
と
男
性
双
方
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
お
け
る
性
役
割
を
規
定
す
る
形
で
作
用
す
る
。
例
え
ば
、Steiner v. Show

boat O
perating Co.

事
件
に
お
い
て
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス

の
カ
ジ
ノ
で
初
の
女
性
の
フ
ロ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
昇
進
し
た
原
告
に
対
す
る
男
性
上
司
の
、「
こ
の
く
そ
な
カ
ン
ト
」、「
お
前
は
フ
ロ
ア

マ
ン
じ
ゃ
な
い
」、「
な
ん
で
ト
イ
レ
に
行
っ
て
客
の
を
し
ゃ
ぶ
ら
な
い
ん
だ
」
と
い
っ
た
発
言
が
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
た
。
こ
こ
で
一

連
の
言
動
を
性
差
別
に
し
た
根
拠
は
、
一
連
の
言
動
の
性
的
性
質
で
は
な
く
、
原
告
を
女
性
に
求
め
ら
れ
る
地
位
へ
と
押
し
や
る
こ
と

で
女
性
化
し
、
当
該
男
性
上
司
を
、
女
性
部
下
を
性
的
客
体
と
す
る
権
力
を
持
つ
地
位
へ
と
押
し
上
げ
男
性
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。
即

ち
、
Ｓ
Ｈ
は
、「
男
性
の
加
害
者
が
、
彼
自
身
が
適
切
で
影
響
力
あ
る
男
性
性
を
持
つ
と
証
明
す
る
手
段
で
あ
り
、
同
時
に
、
女
性
被

害
者
に
女
性
性
を
刻
み
込
む
た
め
の
手
段
」
で
あ
る
。
一
方
、
同
性
間
の
Ｓ
Ｈ
が
争
わ
れ
たGoluszek v. H

.P. Sm
ith

事
件
の
場
合
、

原
告
の
男
性
が
、
成
人
男
性
の
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
性
的
会
話
に
馴
染
ま
な
か
っ
た
た
め
に
、
男
性
の
同
僚
ら
か
ら
性
的
な
嫌
が

ら
せ
を
受
け
た
が
、
こ
こ
で
の
性
的
嫌
が
ら
せ
は
、「
彼
ら
の
適
切
な
男
性
性
を
、
Ｓ
Ｈ
の
イ
デ
オ
ム
を
通
じ
て
主
張
す
る
」
行
為
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
Ｓ
Ｈ
は
、
伝
統
的
に
男
性
が
占
め
て
き
た
職
場
又
は
地
位
に
就
く
女
性
、
男
性
的
で
は
な
い
男
性
と
い
っ
た
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ロ
ー
を
性
的
言
動
に
よ
り
罰
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
女
性
性
及
び
男
性
性
を
規
律
す
る
権
力
の
行
使
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
女
性
と
男
性
で
そ
の
作
用
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
性
別
の
メ
ン
バ
ー
も
そ
の
被
害
者
と
な

り
う
る
。
Ｓ
Ｈ
は
、「
女
性
と
男
性
の
あ
る
べ
き
姿
に
関
す
る
特
定
の
視
点
を
刻
み
込
み
、
押
し
付
け
、
管
理
し
」、
特
定
の
性
役
割
を

（
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標
準
化
す
る
統
制
的
な
慣
行
／
規
律
的
な
権
力
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
Ｓ
Ｈ
は
、「
女
性
を
女
性
化
し
、
男
性
を
男
性
化
す
る
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
差
別
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
な
の
で
あ
る
。

　

幅
広
い
類
型
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
Ｓ
Ｈ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
／
規
律
的
権
力
が
男
性
と
女
性
双
方
に
作
用
す
る
こ

と
を
詳
細
に
証
明
す
るFranke

の
Ｓ
Ｈ
理
論
は
、
確
か
に
、
既
存
の
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
に
係
る
理
論
か
ら
そ
の
射
程
を
広
げ
て
お
り
、

説
得
力
を
有
す
る
。
た
だ
し
、Franke

の
理
論
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

Franke

は
、
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
概
念
を
非
常
に
包
括
的
か
つ
綿
密
に
分
析
す
る
が
、
そ
の
射
程
に
は
ゲ
イ
男
性
で
あ
る
上
司
か
ら
の
、

ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
男
性
部
下
へ
の
性
的
強
制
が
入
ら
ず
、
か
か
る
類
型
の
事
件
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
彼
女
が
批
判
す
る

「but-for

」
テ
ス
ト
が
妥
当
す
る
と
い
う
。
だ
が
、
職
場
で
の
意
に
反
す
る
性
的
強
要
に
お
い
て
、
そ
の
加
害
者
の
性
的
指
向
に
よ
り

（
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
か
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
か
）、
用
い
ら
れ
る
基
準
が
異
な
る
こ
と
は
恣
意
的
な
運
用
で
あ
ろ
う
。
ま
た
次
に

挙
げ
る
論
者
に
よ
る
、Franke

の
議
論
が
Ｓ
Ｈ
を
職
場
の
特
殊
性
に
関
連
付
け
て
分
析
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
批
判
も
あ
る
。

　

Franke

と
同
様
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
論
争
に
お
け
る
主
要
な
論
者
で
あ
るK

athryn A
bram

s

は
、
Ｓ
Ｈ
に
つ
い
て
、
男
性
を
優
位

に
置
き
、
女
性
を
劣
位
に
置
く
職
場
外
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
伝
統
的
な
性
的
職
務
分
離
と
女
性
労
働
者
の
性
化
／
性
的

客
体
化
を
通
じ
て
職
場
内
に
持
ち
込
ま
れ
、
男
性
的
権
力
を
維
持
す
る
規
範
を
強
化
す
る
慣
行
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
従
っ
て
、
Ｓ
Ｈ

と
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
職
場
と
い
う
組
織
に
お
け
る
セ
ク
シ
ズ
ム
の
形
態
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
最
も
直
接
的
な
形
と
し
て
は
、
身
体
的

暴
力
や
口
頭
で
の
暴
力
と
な
り
、
間
接
的
な
形
と
し
て
は
、
女
性
へ
性
的
な
誘
い
を
行
う
こ
と
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
強
調
す
る
方

法
で
彼
女
達
を
扱
う
こ
と
、
ま
た
支
配
的
な
女
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
女
性
労
働
者
が
適
合
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
と
し
て
現

れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
Ｓ
Ｈ
が
広
範
に
な
る
場
合
、
対
象
者
個
人
と
、
集
団
と
し
て
の
女
性
と
男
性
、
ま
た
機
関
と
し
て
の
職
場
に

劇
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
」。
ま
た
、
Ｓ
Ｈ
は
、
我
々
が
多
様
な
社
会
的
影
響
の
中
で
保
持
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
損
な
う
慣
行

（
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で
あ
り
、
そ
れ
は
特
に
女
性
と
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
沿
わ
な
い
男
性
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

　

ま
たV

icki Schultz

も
、
Ｓ
Ｈ
を
職
場
と
い
う
領
域
に
密
接
に
関
連
付
け
て
論
じ
て
い
る
。Schultz

は
、
Ｓ
Ｈ
が
単
純
に
男
性
の

性
的
欲
望
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
理
由
に
生
じ
る
と
す
る
従
来
の
見
解
を
否
定
す
る
。
即
ち
、
Ｓ
Ｈ
は
、
男
性
的
な
仕
事
の
地
位
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
女
性
へ
の
望
ま
れ
な
い
性
的
誘
い
掛
け
の
み
な
ら
ず
、
女
性
や
男
性
性
に
お

い
て
劣
っ
た
男
性
へ
の
侮
辱
的
言
動
を
含
む
広
汎
な
セ
ク
シ
ズ
ム
の
表
現
形
態
で
あ
る
。
中
で
も
特
にSchultz

が
強
調
す
る
の
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
背
景
に
生
じ
る
、
職
場
で
の
性
的
で
は
な
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
性
的
で
は
な
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
「
看
過

す
る
こ
と
は
、
一
般
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
動
態
に
関
す
る
不
適
切
な
見
解
を
導
く
。
…
…
そ
れ
は
幅
広
い
生
活
領
域
で
生

じ
る
が
、
職
場
や
キ
ャ
リ
ア
に
関
連
し
た
文
脈
以
上
に
生
じ
る
場
所
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
ア
メ
リ
カ
人
男
性
に
と
っ
て
、
歴
史
的
に
、

労
働
市
場
と
職
場
で
の
優
位
性
は
、
覇
権
的
な
男
性
性
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
」。

　

Schultz

は
、A

bram
s

と
同
じ
く
、
こ
の
職
場
に
お
け
る
Ｓ
Ｈ
を
促
進
す
る
要
因
の
一
つ
に
性
別
職
務
分
離
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は

Ｓ
Ｈ
の
原
因
で
あ
り
、
結
果
で
も
あ
る
。
重
要
で
価
値
が
あ
る
と
さ
れ
る
仕
事
上
の
地
位
に
男
性
が
就
き
、
価
値
が
低
い
と
さ
れ
る
地

位
に
女
性
が
就
く
こ
の
性
別
職
務
分
離
に
よ
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
男
性
と
、
補
助
的
役
割
に
適
し
た
女
性
と
い
う
性
的
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
が
再
生
産
さ
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
強
化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
組
織
で
の
雇
用
上
の
決
定
に
お
け
る

決
定
権
者
の
主
観
的
な
権
力
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
る
。「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」
や
「
文
化
的
な
適
応
」
と
い
っ
た

客
観
的
で
は
な
い
基
準
に
よ
る
評
価
に
、
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
が
入
り
込
む
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
職
場
構
造
を
強
調
す
る
議
論
に
対
し
て
は
、Franke

か
ら
の
反
論
も
あ
る
。Franke

は
、
Ｓ
Ｈ
に
お

け
る
「
教
え
（lesson

）、
規
律
、
又
は
ヘ
テ
ロ
な
家
父
長
制
的
権
力
の
定
立
は
、
職
場
、
学
校
、
運
動
競
技
、
政
治
制
度
、
他
の
あ

ら
ゆ
る
文
化
に
お
け
る
無
数
の
制
度
的
状
況
で
も
生
じ
得
る
」
と
述
べ
る
。Franke
は
、
職
場
で
Ｓ
Ｈ
が
果
た
す
役
割
を
過
小
評
価

（
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す
る
の
で
は
な
く
、「
性
別
を
理
由
と
し
た
差
別
の
一
種
と
し
て
普
遍
的
に
Ｓ
Ｈ
を
理
解
す
る
、
包
括
的
な
理
論
を
提
供
す
る
こ
と
を

試
み
て
い
る
」。
そ
の
際
、Franke

は
判
例
法
が
発
展
し
て
い
る
職
場
で
の
Ｓ
Ｈ
を
分
析
す
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
方
法
論
で
あ

り
、
性
別
を
理
由
と
し
た
性
差
別
と
し
て
Ｓ
Ｈ
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
対
象
を
職
場
に
限
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

Franke
の
こ
の
見
解
に
は
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
性
別
職
務
分
離
と
い
っ
た
職
場
特
有
の
権
力
関
係
は
Ｓ
Ｈ
を
職

場
に
顕
著
な
問
題
に
し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｈ
が
性
差
別
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
形
成
す
る
そ
の
動
態
を
考
え
る
場
合
、

こ
れ
は
職
場
と
い
う
領
域
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
職
場
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
社
会
的
領
域
に
も
妥
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

性
別
職
務
分
離
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
男
性
が
主
導
的
地
位
に
、
女
性
が
補
助
的
地
位
に
就
く
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
、
職
場
で

の
Ｓ
Ｈ
を
助
長
す
る
が
、
職
場
の
み
に
顕
著
な
権
力
関
係
な
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
職
場
は
組
織
的
に
Ｓ
Ｈ
を
推
進
す
る
装
置
で
あ

る
が
、
そ
れ
が
Ｓ
Ｈ
の
本
質
な
の
で
は
な
い
。

　

A
bram

s

とSchultz

は
Ｓ
Ｈ
を
職
場
に
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
分
析
す
る
が
、
両
者
の
議
論
の
要
点
を
み
る
と
、
か
か
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
が
大
枠
の
／
マ
ク
ロ
な
動
態
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
対
す
るFranke

の
議
論
に
お

い
て
も
、
こ
の
マ
ク
ロ
な
動
態
が
Ｓ
Ｈ
と
し
て
表
出
し
た
際
に
、
男
性
女
性
双
方
を
規
律
す
る
作
用
が
中
心
的
に
検
討
さ
れ
て
お
り
、

三
者
と
も
そ
の
主
眼
点
は
共
通
し
て
い
る
。

（
三
）　

マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
と
性
差
別

　

こ
こ
で
は
最
後
に
、
前
章
で
取
り
上
げ
たA

nn. C. M
cGinley

に
よ
る
、
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
に
関
す
る
議
論
を
検
討
す
る
。M

c-

Ginley

は
、
職
場
に
お
け
る
Ｓ
Ｈ
を
、
①
伝
統
的
に
男
性
が
占
め
て
き
た
職
場
に
お
け
る
男
性
か
ら
女
性
へ
の
間
接
的
な
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
②
男
性
性
の
規
範
に
合
致
し
な
い
男
性
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
③
い
じ
め
（bullying

）
や
バ
カ
騒
ぎ
（horseplay

）
を
通
じ

（
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た
男
性
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
④
男
性
か
ら
女
性
へ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
中
立
的
な
言
動
を
用
い
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
四
つ
に
分
類
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
い
か
に
し
て
性
別
を
理
由
と
し
た
差
別
と
な
る
の
か
を
分
析
す
る
。
以
下
順
に
、
こ
れ
ら
の
類
型
の
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
に
つ

い
て
確
認
す
る
。

　

①
の
類
型
は
、
例
え
ば
本
章
第
一
節
（
二
）
で
言
及
し
た
、Robinson v. Jacksonville Shipyards, Inc.

事
件
の
よ
う
に
、
特
に

女
性
の
み
を
対
象
と
し
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
、
職
場
で
の
性
的
内
容
の
言
動
に
係
る
Ｓ
Ｈ
で
あ
る
。M

cGinley

に
よ
れ
ば
、
こ

の
類
型
の
事
件
の
鍵
と
な
る
問
い
は
、
女
性
被
用
者
に
対
す
る
敵
対
的
環
境
を
創
出
す
る
と
い
う
明
確
な
意
図
が
必
要
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
加
害
者
に
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
無
意
識
に
抱
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
性
差
別
事
件
に
お
い
て
は
、

意
図
よ
り
も
因
果
関
係
に
基
づ
き
そ
の
成
否
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
因
果
関
係
の
基
準
に
依
拠
す
る
と
、
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
に
基
づ
く
言
動
や
性
差
別
主
義
的
な
言
動
に
溢
れ
た
職
場
は
、
職
場
の
女
性
を
、
女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
劣
っ
た
存
在
と
み
な
す
た

め
に
、
多
く
の
女
性
の
職
務
の
遂
行
の
障
害
に
な
る
。
こ
れ
を
マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
理
論
の
側
か
ら
説
明
す
る
と
、
女
性
に
対
し
中
傷

的
な
言
動
を
行
う
中
で
、
男
性
同
士
が
男
性
性
を
誇
示
し
合
い
、
彼
ら
の
男
性
性
を
再
強
化
し
て
い
く
構
造
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
結

果
女
性
は
、
そ
の
性
別
を
理
由
と
し
て
、
彼
ら
と
対
等
な
労
働
者
性
を
保
持
す
る
こ
と
を
不
当
に
阻
害
さ
れ
る
。

　

②
男
性
性
の
規
範
に
合
致
し
な
い
男
性
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、Both Brothers Construction Com

pany

事
件
の
よ
う
に
、

男
性
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
に
合
致
し
な
い
と
み
な
さ
れ
た
男
性
に
対
し
て
、
そ
の
男
性
性
や
性
的
指
向
を
問
題
に
す
る
発
言
や
、
時

に
身
体
的
な
攻
撃
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。M

cGinley

は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
男
性
性
と
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
、
そ
の
言

動
に
参
加
す
る
男
性
の
心
の
中
で
は
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
」
な
い
こ
と
、
即
ち
、「
覇
権
的
な
男
性
性
が
、
ゲ
イ
と
ゲ
イ
の
男
性
性

を
支
配
し
、
そ
れ
が
女
性
性
と
混
合
」
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
男
性
が
多
数
を
占
め
る
職
場
環
境
の
男
性
が
概
し
て
、
女
性
と
い
う

存
在
や
女
性
性
を
劣
等
な
も
の
と
み
な
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
特
徴
的
な
言
葉
を
用
い
て
、
女
性
や
他
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
に
沿
わ
な
い
男

（
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性
を
貶
め
る
」
と
説
明
す
る
。「
特
定
の
類
型
の
仕
事
と
男
性
の
混
合
、
そ
し
て
、
覇
権
的
な
男
性
性
と
男
性
の
混
合
は
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
適
合
す
る
男
性
に
、
女
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
適
合
し
な
い
男
性
に
は
な
い
特
権
を
与
え
る
。
そ
れ
は
、
性
別
を
理
由
と
し
て
、

女
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
適
合
し
な
い
男
性
に
対
す
る
虐
待
的
な
環
境
を
導
く
」。

　

③
い
じ
め
や
バ
カ
騒
ぎ
を
通
じ
た
男
性
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
職
場
へ
の
新
規
参
入
者
を
侮
辱
す
る
た
め
に
、
性
的
又
は
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
基
づ
く
言
動
を
用
い
る
行
為
で
あ
る
。
当
該
類
型
の
Ｓ
Ｈ
に
関
し
、A

bram
s

、Schultz

は
直
接
的
に
検
討
し
て
お
ら
ず
、

Franke

に
至
っ
て
は
、
こ
の
類
型
の
言
動
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
規
律
的
／
規
制
的
機
能
を
果
た
さ
な
い
と
し
て
、
こ
う
し
た
言

動
の
存
在
だ
け
で
は
、
性
別
を
理
由
と
し
た
差
別
に
な
ら
な
い
と
す
る
。
ま
た
判
例
に
お
い
て
も
、
男
性
の
原
告
が
自
分
よ
り
も
体
格

が
大
き
な
男
性
同
僚
の
股
間
に
顔
を
押
し
付
け
ら
れ
性
行
為
の
し
ぐ
さ
を
さ
れ
た
り
、
レ
イ
プ
を
ほ
の
め
か
さ
れ
た
り
し
た
言
動
が
、

性
差
別
と
は
異
な
り
、
第
七
編
の
下
で
の
性
差
別
を
構
成
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、M

cGinley

は
、
い
じ
め
や
バ
カ
騒
ぎ
に
お
け
る
性
化
さ
れ
た
言
動
の
使
用
が
そ
の
集
団
を
男
性
化
す
る
こ
と
で
、
当
該
集

団
の
男
性
的
な
資
質
を
証
明
し
、
新
規
参
入
者
た
ち
に
そ
の
職
場
の
男
性
的
な
規
範
を
遵
守
さ
せ
る
目
的
を
有
す
る
と
す
る
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
い
じ
め
に
関
す
る
研
究
に
依
拠
し
、
当
該
類
型
の
言
動
を
性
差
別
で
あ
る
と
結
論
す
る
。
つ
ま
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
誇
張
す
る

言
動
や
性
的
に
侮
辱
的
な
言
動
の
使
用
は
そ
の
過
程
で
、
職
場
へ
の
新
規
参
入
者
を
女
性
と
比
較
し
、
女
性
が
客
体
で
あ
り
男
性
が
職

場
を
統
括
す
る
主
体
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
慣
行
で
あ
る
。
マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
理
論
は
男
性
同
士
が
よ
り
覇
権
的
な
男
性
性
の
規

範
に
脅
か
さ
れ
な
が
ら
男
性
性
を
誇
示
し
合
う
と
分
析
す
る
た
め
、
当
該
理
論
を
用
い
て
こ
の
現
象
を
分
析
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
は
、

男
性
性
へ
の
外
的
脅
威
を
克
服
す
る
た
め
に
、
自
身
や
自
身
が
属
す
る
職
場
の
男
性
的
規
範
を
再
強
化
し
、
間
接
的
に
女
性
を
そ
の
仕

事
場
か
ら
締
め
出
す
行
為
と
な
る
。
そ
の
際
、
加
害
者
側
が
こ
の
規
範
／
支
配
の
強
化
を
意
識
し
て
い
る
か
否
か
は
関
係
が
な
い
。
問

題
は
こ
の
慣
行
が
生
み
出
す
性
差
別
的
効
果
に
あ
る
た
め
だ
。

（
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こ
の
よ
う
な
言
動
を
男
性
が
被
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、Franke

は
、
そ
の
言
動
自
体
に
よ
る
第
七
編
の
下
で
の
訴
訟
原
因
を
認
め

る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
が
、
職
場
や
男
性
が
一
枚
岩
で
は
な
い
限
り
、
か
か
る
言
動
に
害
さ
れ
た
と
感
じ
る
男
性
も
存
在
す
る
。
従

っ
てM

cGinley

は
、
性
化
さ
れ
た
言
動
を
用
い
る
い
じ
め
や
バ
カ
騒
ぎ
を
通
じ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
被
る
男
性
も
、
性
差
別
を
受
け

た
─
─
第
七
編
の
下
で
の
潜
在
的
訴
訟
原
因
を
有
す
る
─
─
と
結
論
す
る
。

　

④
男
性
か
ら
女
性
へ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
中
立
的
な
言
動
を
用
い
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
め
っ
た
に
訴
訟
と
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
男
性

が
女
性
を
非
難
す
る
た
め
に
、
正
当
な
仕
事
上
の
基
準
を
使
用
又
は
濫
用
す
る
こ
と
で
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
男
性
と
女
性

の
違
い
を
強
調
し
た
り
、
特
定
の
職
業
訓
練
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
研
修
を
無
視
し
た
り
、
女
性
を
客
体
化
し
た
題
材
を
用
い
た

り
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
類
型
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
特
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
職
種
で
生
じ
、
加
害
者
は
よ
り
巧
妙
に
差

別
的
動
機
を
隠
そ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
類
型
の
慣
行
は
、
特
に
女
性
が
そ
の
組
織
で
昇
進
す
る
際
に
、
男
性
に
比
し

て
不
均
衡
に
女
性
に
な
さ
れ
て
い
る
。M

cGinley

は
こ
の
④
の
類
型
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
性
差
別
で
あ
る
理
由
を
詳
述
し
な
い
が
、

マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
理
論
を
敷
衍
し
て
こ
れ
を
補
う
と
す
れ
ば
、
当
該
類
型
の
慣
行
は
、
女
性
を
そ
の
性
別
を
理
由
と
し
て
尊
重
し
な

い
一
方
、
男
性
を
職
場
組
織
の
上
位
に
位
置
す
る
存
在
と
す
る
こ
と
で
男
性
性
規
範
を
強
化
し
て
い
る
た
め
、
性
差
別
と
な
ろ
う
。

（
四
）　

検
討

　

Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
に
関
す
る
理
論
と
し
て
、
加
害
者
の
動
機
に
基
づ
く
両
性
の
取
り
扱
い
上
の
差
異
を
基
準
と
す
る
「but-for

」
テ

ス
ト
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
当
該
テ
ス
ト
は
、M

acK
innon

の
主
張
す
る
よ
う
な
両
性
間
の
歴
史
的

な
不
平
等
を
顧
み
な
い
。
つ
ま
り
、
当
該
基
準
で
は
両
性
の
差
異
に
基
づ
く
区
別
の
恣
意
性
／
不
合
理
性
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
差

異
自
体
が
生
じ
る
不
平
等
な
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
は
取
り
組
ま
な
い
。
具
体
的
個
人
と
の
関
係
で
み
た
場
合
こ
れ
は
、
こ
の
テ
ス

（
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ト
が
両
性
を
比
較
可
能
な
主
体
と
想
定
し
、
個
人
の
具
体
的
な
性
別
を
捨
象
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
さ
ら
に
、Franke

も
指
摘
す

る
よ
う
に
、
異
性
間
の
Ｓ
Ｈ
の
場
合
に
当
該
基
準
が
果
た
す
、
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
性
規
範
の
強
化
も
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
、

性
差
別
理
論
の
根
拠
と
し
て
、
当
該
テ
ス
ト
に
依
拠
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

M
acK

innon

は
、
当
該
基
準
に
代
わ
る
、
男
性
に
よ
る
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
簒
奪
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
社
会
的
支
配

を
性
差
別
と
す
る
反
従
属
原
理
を
打
ち
立
て
た
が
、
こ
の
原
理
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
に
合
致
し
な
い
男
性
へ
の
Ｓ
Ｈ
と
い
っ
た
、

M
acK

innon

の
議
論
の
雛
型
に
は
適
合
し
な
い
類
型
の
Ｓ
Ｈ
を
埒
外
に
置
く
こ
と
は
既
に
み
た
。
従
っ
て
、M

acK
innon

の
反
従
属

原
理
よ
り
も
さ
ら
に
広
範
な
射
程
を
持
つ
性
差
別
理
論
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
問
い
に
取
り
組
ん
だFranke

の
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
セ
ク
シ
ズ
ム
の
議
論
で
は
、
男
女
双
方
に
対
し
そ

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
規
律
し
て
い
く
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
マ
ク
ロ
な
動
態
が
彫
琢
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
明
は
、
諸
個
人
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ

ィ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
管
理
が
結
果
、
女
性
の
潜
在
的
能
力
の
発
揮
を
阻
害
し
、
ま
た
そ
の
慣
行
が
男
性
に
向
け
ら
れ
た
場
合
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
規
範
に
沿
わ
な
い
男
性
に
対
し
て
も
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
性
差
別
の
動
態
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、A

bram
s

及
びSchultz

の
議
論
と
は
違
い
、Franke

の
こ
の
理
論
に
お
い
て
は
、
職
場
と
い
う
特
殊
性
が
前
景

に
現
れ
ず
、
こ
れ
が
、
か
か
る
議
論
が
批
判
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

　

A
bram

s

とSchultz

は
両
者
と
も
、
特
に
職
場
と
い
う
組
織
内
部
で
男
性
と
女
性
が
比
較
さ
れ
る
中
で
、
女
性
労
働
者
の
性
化
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
に
沿
わ
な
い
男
性
や
ゲ
イ
男
性
へ
の
中
傷
が
生
じ
る
構
造
を
強
調
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
慣
行
は
職
場
に
限
定
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
職
場
と
い
う
伝
統
的
に
男
性
が
占
め
て
い
た
領
域
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る

統
制
が
強
く
働
く
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
か
ら
性
差
別
と
し
て
の
Ｓ
Ｈ
の
動
態
構
造
を
、
職
場
と
い
う
領

域
特
有
の
も
の
で
あ
る
と
即
断
す
べ
き
で
は
な
い
。
よ
り
一
般
的
に
言
え
ば
、
Ｓ
Ｈ
は
学
校
や
運
動
競
技
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
路
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上
を
始
め
、
様
々
な
領
域
で
生
じ
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
各
領
域
の
特
殊
性
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
、
Ｓ
Ｈ
が
性

差
別
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
覆
す
と
考
え
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

お
そ
ら
く
、
こ
の
問
題
は
、
Ｓ
Ｈ
の
動
態
に
関
す
る
着
眼
点
の
違
い
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。Franke

に
よ
る
セ
ク
シ
ズ
ム

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
原
理
は
、
そ
れ
自
体
が
社
会
一
般
に
広
く
作
用
す
る
性
差
別
の
マ
ク
ロ
な
動
態
で
あ
る
。
他
方
、A

bram
s

と

Schultz

は
、
か
か
る
動
態
が
職
場
と
い
う
特
定
の
組
織
に
お
け
る
権
力
関
係
の
中
で
果
た
す
作
用
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
、
換
言
す

れ
ば
、
そ
こ
で
は
Ｓ
Ｈ
の
ミ
ク
ロ
な
動
態
へ
の
着
目
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
論
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｈ
が

職
場
に
特
徴
的
な
も
の
か
否
か
と
い
う
二
者
択
一
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
相
補
的
に
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

最
後
に
取
り
上
げ
たM

cGinley
の
マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
理
論
に
基
づ
く
Ｓ
Ｈ
の
分
析
も
同
じ
く
、
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
に
係
る
構
造

的
理
解
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
。M

cGinley

が
類
別
し
た
①
～
④
の
Ｓ
Ｈ
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
③
の
い
じ
め
や
バ
カ
騒
ぎ
に
関
す

る
Ｓ
Ｈ
は
、
他
の
論
者
が
検
討
し
て
い
な
い
類
型
で
あ
る
。
マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
理
論
は
、Franke

に
よ
り
提
示
さ
れ
た
セ
ク
シ
ズ

ム
の
動
態
を
、
特
に
男
性
性
に
関
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
律
の
側
か
ら
詳
細
に
分
析
す
る
理
論
で
あ
る
。M

cGinley

の
議
論
で
は
、
当

該
理
論
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
性
差
別
と
は
関
連
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（
少
な
く
と
も
第
七
編
の
下
で
の

訴
訟
に
繋
が
る
こ
と
は
滅
多
に
な
か
っ
た
）
男
性
同
士
の
い
じ
め
や
バ
カ
騒
ぎ
が
性
差
別
に
な
る
動
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
当

該
分
析
は
職
場
構
造
を
基
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
理
論
の
妥
当
性
が
職
場
に
限
定
さ
れ
る

と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

以
上
の
検
討
を
基
に
、
Ｓ
Ｈ
の
被
害
者
像
─
─
具
体
的
個
人
─
─
と
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
に
基
づ
き
、
両
性

そ
れ
ぞ
れ
を
規
律
す
る
Ｓ
Ｈ
を
通
じ
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
に
具
体
的
個
人
が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
実
社
会

に
生
活
す
る
諸
個
人
に
作
用
す
る
Ｓ
Ｈ
と
い
う
慣
行
に
よ
り
、
女
性
は
よ
り
性
化
さ
れ
、
男
性
は
よ
り
男
性
性
を
確
立
す
る
主
体
へ
と
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規
定
さ
れ
て
い
く
。
性
化
さ
れ
た
女
性
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
脆
弱
な
地
位
に
追
い
や
ら
れ
る
が
、
他
方
、
セ
ク
シ
ズ
ム
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
理
論
や
マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
理
論
が
説
明
す
る
よ
う
に
、
覇
権
的
な
男
性
性
規
範
に
適
合
し
な
い
男
性
も
「
脆
弱
な
地
位
」

を
占
め
る
。
加
え
て
、
職
場
と
い
う
組
織
の
い
じ
め
や
バ
カ
騒
ぎ
に
お
い
て
は
、
当
該
組
織
へ
の
新
規
参
入
者
が
Ｓ
Ｈ
の
被
害
に
遭
う

可
能
性
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
に
形
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
以

上
、
ま
た
、
各
個
人
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
適
合
性
が
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
以
上
は
、
具
体
的
な
個
人
が
固
定
的
な
特
定
の
性
別
を
有

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
規
律
す
る
マ
ク
ロ
な
動
態
に
お
い
て
は
、
女
性
は
よ
り
性
化
さ

れ
た
地
位
に
置
か
れ
る
、
即
ち
脆
弱
な
地
位
に
就
く
傾
向
が
強
い
も
の
の
、
組
織
や
各
人
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
適
合
性
と
い
う
文
脈
に

よ
っ
て
は
、
男
性
も
脆
弱
な
地
位
に
就
く
。
従
っ
て
、
具
体
的
個
人
を
考
え
る
場
合
、
こ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
と
い
う
マ
ク
ロ
な
動
態

と
、
そ
の
Ｓ
Ｈ
が
生
じ
る
組
織
の
個
別
的
／
ミ
ク
ロ
な
動
態
を
加
味
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

し
か
る
に
、
か
か
る
動
態
が
存
在
す
る
以
上
、
社
会
的
文
脈
に
即
し
た
具
体
的
個
人
と
は
、
こ
れ
ら
の
動
態
に
よ
り
、
脆
弱
な
地
位

に
置
か
れ
る
可
能
性
を
持
っ
た
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、
現
実
社
会
に
お
け
る
具
体
的
個
人
は
、

法
と
い
う
抽
象
空
間
に
お
い
て
無
制
約
に
自
由
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
主
体
と
は
異
な
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
に
よ
る
そ
の
自
由

の
制
約
を
潜
在
的
に
抱
え
込
ん
だ
存
在
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
不
十
分
な
が
ら
、
Ｓ
Ｈ
と
い
う
文
脈
に
お
け
る
そ
の
可
能

性
を
提
示
し
た
。

第
四
章　

終
わ
り
に

　

男
性
が
被
害
者
と
な
る
Ｓ
Ｈ
の
判
例
及
び
学
説
の
検
討
を
通
し
、
こ
の
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
を
動
態
的
・
構
造
的
に
捉
え
た
本
稿
の
分

析
か
ら
は
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
即
ち
、
少
な
く
と
も
Ｓ
Ｈ
と
い
う
問
題
領
域
に
お
い
て
は
、
性
差
別
と
は
、
そ
の
実
相
を
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み
る
限
り
、
文
脈
依
存
的
に
生
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
女
性
を
性
化
し
、
男
性
性
と
の
比
較
に
よ
り
女
性
性
に
否
定
的
ラ
ベ
ル
を
刻
む

Ｓ
Ｈ
と
い
う
性
差
別
の
慣
行
に
よ
り
、
女
性
は
脆
弱
な
地
位
に
置
か
れ
る
。
一
方
、
Ｓ
Ｈ
に
よ
る
男
性
性
の
規
律
に
よ
り
、
男
性
性
規

範
に
合
致
し
な
い
男
性
も
「
脆
弱
な
地
位
」
に
置
か
れ
る
。
こ
れ
が
、
Ｓ
Ｈ
に
よ
る
生
じ
る
性
差
別
の
マ
ク
ロ
な
動
態
の
作
用
で
あ
る
。

職
場
と
い
う
領
域
に
お
い
て
は
、
い
じ
め
や
バ
カ
騒
ぎ
の
類
型
の
Ｓ
Ｈ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
こ
の
動
態
が
文
脈
依
存
的
に
作

用
す
る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
個
人
を
脆
弱
に
す
る
、
性
差
別
の
マ
ク
ロ
な
動
態
の
サ
ブ
セ
ッ
ト
／
ミ
ク
ロ
な
動
態
と
し
て
把
握
し
う
る
。

　

Ｓ
Ｈ
は
、
男
性
に
比
し
て
女
性
を
劣
位
な
地
位
に
置
く
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
性
差
別
構
造
の
一
部
を
成
す
も
の
の
、
加
害
者
と

被
害
者
の
地
位
や
属
性
と
い
っ
た
具
体
的
な
態
様
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
差
別
を
省
察
す
る
平
等
は
、
差
別
を
、

個
々
の
状
況
の
文
脈
に
即
し
、
具
体
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
な
尺
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
被
害
者
像
に
具
体
的
性
別
を
措
定
す
べ
き
で
は
な
く
、
当
該
動
態
に
よ
り
平
等
を
侵
害
さ
れ
る
─
─
「
自
由
」

を
制
約
さ
れ
る
─
─
可
能
性
を
持
つ
個
人
を
そ
の
主
体
と
し
て
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
法
的
主
体
と
し
て
の
具
体
的
個

人
は
、
か
か
る
動
態
が
存
在
す
る
社
会
的
諸
関
係
の
中
で
生
活
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
次
の
点
を
挙
げ
る
。
即
ち
、
性
差
別
に
よ
る
自
由
の
制
約
と
い
っ
た
時
の
「
自
由
」
の
概
念
規
定

と
い
う
課
題
で
あ
る
。
こ
の
点
、
Ｓ
Ｈ
法
理
が
性
差
別
法
理
の
下
で
展
開
さ
れ
て
き
た
合
衆
国
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
個
人
の
自
律
性

へ
の
侵
害
行
為
で
あ
る
と
の
認
識
は
共
有
さ
れ
て
い
る
。
性
差
別
と
し
て
の
Ｓ
Ｈ
は
同
時
に
、
個
人
の
自
律
性
へ
の
侵
害
と
し
て
も
観

念
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
自
律
性
の
概
念
自
体
が
論
争
的
テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ
の
具
体
的
個
人
の
自
律
性
の
侵
害
を
明
ら

か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
個
人
の
自
律
性
に
関
す
る
議
論
と
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
る
先
行
研
究
を
整
理

し
な
が
ら
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
該
課
題
の
検
討
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

（
86
）

（
87
）

（
88
）

（
89
）
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第
七
編
の
性
差
別
を
巡
る
判
例
で
は
概
し
て
、「sex

」
と
「gender

」
と
い
う
文
言
が
双
方
と
も
「
性
別
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い

る
一
方
、
学
説
上
は
こ
の
「sex

」
を
性
別
と
し
て
、「gender

」
を
社
会
的
性
差
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
し
て
使
い
分
け
る
場
合
が

多
い
。
本
稿
で
は
基
本
的
に
、
判
例
の
場
合
は
、「sex

」
及
び
「gender

」
を
「
性
別
」
と
訳
し
、
学
説
の
場
合
は
「sex

」
を
「
性
別
」、

「gender

」
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
訳
す
。
た
だ
し
、
適
宜
文
脈
に
応
じ
て
両
文
言
の
訳
語
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
原
語

を
併
記
す
る
。
な
お
、
こ
の
「
性
別
（sex

）」
が
、
性
行
為
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
生
物
学
的
性
差
（
こ
れ
自
体

が
、
遺
伝
学
上
の
、
染
色
体
上
の
性
、
生
殖
腺
上
の
性
（gonadal sex

）、
体
内
の
形
態
学
上
の
性
（internal m

orphologic sex

）、
体
外

の
形
態
学
上
の
性
（external m

orphologic sex

）、
ホ
ル
モ
ン
上
の
性
、
表
現
型
上
の
性
（phenotypic sex

）
と
い
っ
た
多
様
な
要
素
を

含
ん
で
い
る
）
と
い
う
多
元
的
な
概
念
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、「
性
別
（sex

）」
を
、
男
女
と
い
う
堅
固
で
二
元
的
な
概
念
で
把
握
す
る
こ

と
の
困
難
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。See Shirley Lin, D

ehum
anization 

“Because of Sex

”: T
he M

ultiaxial A
pproach to the R

ights 
of Sexual M

inorities, 24 Lew
is &

 Clark L. Rev. 731, 742-43 (2020).

こ
の
「
性
別
（sex

）」
に
関
す
る
概
念
規
定
の
問
題
は
、
特
に

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
雇
用
差
別
が
第
七
編
の
下
で
禁
止
さ
れ
る
性
差
別
と
な
る
か
否
か
と
い
う
点
で
大
き
な
争
点
と
な
る
が
、
本
稿
で
は

紙
幅
の
関
係
上
、
当
該
論
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

と
こ
ろ
が
逆
に
、
Ｓ
Ｈ
が
連
邦
裁
判
所
に
よ
り
第
七
編
違
反
の
性
差
別
に
あ
た
る
と
判
断
さ
れ
る
以
前
は
、
こ
の
性
的
欲
望
と
い
う
動
機

が
、
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
性
を
否
定
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
た
。
即
ち
、
性
的
欲
望
は
「
個
人
的
」
で
「
自
然
」
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
性
差
別
に

は
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。See Com

e v. Bausch and Lom
b, Inc., 390 F. Supp. 161, 163-64 (D

. A
riz. 1975); 

T
om

kins v. Public Service Electric &
 Gas Co., 422 F. Supp. 553, 557 (D

. N
J. 1976), rev'd and rem

anded, 568 F.2d 1044 (3d 
Cir. 1977).

641 F.2d 934 (D
.C. Cir. 1981).

561 F.2d 983 (D
.C. Cir. 1977).

See Bundy, 641 F.2d at 942.
See Franke, infra note 45, at 712.
511 F. Supp. 307 (N

.D
. Ill. 1981).

Id. at 310.

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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Id.
885 F. Supp. 1100 (M

.D
. T

enn. 1995).
Id. at 1103-4.

性
的
誘
い
掛
け
が
、
性
的
欲
望
に
動
機
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
に
性
差
別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
別
言
す
れ
ば
、
性

的
欲
望
に
動
機
付
け
ら
れ
て
い
な
い
性
的
言
動
は
性
差
別
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
、
原
告
が
同
僚
ら
か
ら
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク

ス
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
の
性
的
言
動
が
第
七
編
違
反
と
な
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
事
件
に
お
い
て
、
第
六
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
加
害

者
ら
が
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
あ
る
こ
と
を
公
言
し
て
お
り
、
ま
た
職
場
内
外
で
一
度
も
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
行
為
を
行
っ
た
こ
と
が
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
原
告
へ
の
言
動
が
「
真
正
の
性
的
欲
望
（genuine sexual desire

）」
に
動
機
付
け
ら
れ
て
い
た
と
判
断
す
る
陪
審
員

は
い
な
い
と
し
て
、
性
差
別
の
成
立
を
認
め
な
か
っ
た
。See K

ing v. Super Service, Inc., 68 Fed. A
ppx. 659, 663 (6th Cir. 2003).

D
oe v. City of Belleville

事
件
（119 F.3d 563 (7th Cir. 1997)

）
で
は
、
所
謂
男
性
的
で
は
な
い
男
性
の
原
告
に
対
し
、
同
僚
男
性

ら
か
ら
彼
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
問
う
発
言
や
性
器
を
掴
む
等
の
言
動
が
行
わ
れ
た
。See D

oe, 119 F.3d at 560-69.

他
方
、
一
九
八
六
年
に
連
邦
最
高
裁
が
初
め
て
、
環
境
型
Ｓ
Ｈ
が
第
七
編
違
反
の
性
別
を
理
由
と
し
た
差
別
に
な
る
と
判
断
し
た

M
eritor Savings Bank v. V

inson
事
件
（477 U

.S. 57 (1986)

）
に
お
い
て
は
、
こ
の
テ
ス
ト
は
明
示
的
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
件

でRehnquist

判
事
が
執
筆
し
た
法
廷
意
見
は
、「
上
司
が
部
下
の
性
別
を
理
由
と
し
て
部
下
に
性
的
嫌
が
ら
せ
を
す
る
場
合
、
上
司
が
そ
の

性
別
に
基
づ
い
て
差
別
を
し
て
い
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
…
…
。
あ
る
性
別
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
敵
対
的
又
は
侮
辱
的
な
環
境
を
創
出
す
る
Ｓ

Ｈ
は
、
職
場
で
の
性
的
平
等
に
対
す
る
恣
意
的
な
障
壁
で
あ
る
」
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
が
性
的
平
等
に
と
っ
て
の
「
障
壁
」
と
な
る
方
法
に
関

す
る
説
示
、
つ
ま
り
、
Ｓ
Ｈ
を
性
差
別
と
し
て
構
造
的
に
把
握
す
る
際
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
説
明
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。See M

eritor 
Savings Bank, 477 U

.S. at 64-67.
760 F. Supp. 1486 (M

.D
. Fla. 1991).

本
件
の
専
門
家
証
人
（expert w

itness

）
で
あ
るD

r. Susan Fiske

は
、
性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
に
つ
い
て
、
原
告
の
職
場
に
溢

れ
て
い
た
性
的
掲
示
物
と
い
う
「
刺
激
が
、
労
働
力
に
お
い
て
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
男
性
が
女
性
同
僚
を
、
あ
た
か
も
彼
女
達
が
性
的
客

体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
な
し
た
り
、
そ
の
よ
う
に
交
流
し
た
り
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
」
可
能
性
が
あ
る
と
証
言
し
た
。Id. at 1502-3.

Id. at 1523.
385 F.3d 210 (2d Cir. 2004).

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
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Id at 212-22.

差
別
的
効
果
法
理
に
つ
い
て
紹
介
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
相
澤
美
智
子
『
雇
用
差
別
へ
の
法
的
挑
戦
』（
創
文
社
、
二
〇
一
二
年
）

一
三
一
頁
以
下
を
参
照
。

次
の
論
文
で
も
、
男
性
は
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
不
均
衡
な
影
響
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
理
論
の
下
で
は
性
差
別
の
訴
え
に

成
功
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。See L. Cam

ille H
ebert, T

he D
isparate Im

pact of Sexual H
arassm

ent: D
oes 

M
otive M

atter?, 53 U
. K

an. L. Rev. 341, 394 (2005).
490 U

.S. 228, 250-51 (1989).

彼
女
の
メ
ン
タ
ー
は
、
も
し
彼
女
が
「
よ
り
女
性
的
に
歩
き
、
女
性
ら
し
く
話
し
、
化
粧
を
し
、
髪
形
を
整
え
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
身
に
着

け
」
て
い
た
な
ら
ば
、
提
携
先
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。Id. at 272.

Id. at 251.
Id.
Id. at 258.
A

nn C. M
cGinley, Creating M

asculine Identities: Bullying and H
arassm

ent because of Sex, 79 U
. Colo. L. Rev. 1151, 

1199 (2008).
523 U

.S. 75 (1998).
Id. at 79.
Id. at 80-81.

最
高
裁
は
、
事
実
の
認
定
者
に
そ
の
言
動
が
性
別
を
理
由
と
し
て
な
さ
れ
た
の
か
否
か
を
判
断
さ
せ
る
た
め
、
下
級
審
裁

判
所
へ
差
し
戻
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
本
件
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
ト
ラ
イ
ア
ル
の
前
に
示
談
と
な
っ
た
。See M

cGinley, supra note 26, 
at 1198-99.

See D
oe, 119 F.3d at 580-81; Bibby v. Phila. Coca Cola Bottling Co., 260 F.3d 257, 263-64 (3d Cir. 2001); M

edina v. 
Incom

e Support D
iv., 413 F.3d 1131, 1135 (10th Cir. 2005).

尚
、
当
該
三
要
素
に
関
す
る
、O

ncale

事
件
以
降
の
下
級
審
裁
判
所
に

よ
る
解
釈
傾
向
に
つ
い
て
は
、Clare D

iefenbach, Sam
e-Sex Sexual H

arassm
ent after O

ncale: M
eeting the Because of ...Sex 

R
equirem

ent, 22 Berkeley J. Gender L. &
 Just. 42 (2007)

を
参
照
。
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256 F.3d 864 (9th Cir. 2001).
Id. at 874.
Id.
731 F.3d 444 (5th Cir. 2013) (en banc).
Id. at 456-457.
Id.
C

A
T

H
E

R
IN

E
 A

. M
A

C
K

IN
N

O
N

, SE
X

U
A

L H
A

R
A

SSM
E

N
T

 O
F

 W
O

R
K

IN
G

 W
O

M
E

N
: A

 C
A

SE
 O

F
 SE

X
 

D
ISCRIM

IN
A

T
IO

N
 (Y

ale U
niversity Press, 1979).

M
acK

innon
が
、
差
異
説
（differences approach

）
と
呼
び
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
ま
で
遡
る
こ
の
平
等
原
則
は
、
合
衆
国
差
別
禁
止

法
理
に
お
い
て
支
配
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
一
四
条
の
合
理
的
差
別
説
と
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
当
該
理
論
の
下
で
は
、

あ
る
行
為
が
不
平
等
か
否
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
区
別
が
合
理
的
で
あ
る
か
否
か
が
試
金
石
に
な
る
が
、
こ
の
区
別
の
恣
意
性
が
問

題
と
さ
れ
る
た
め
に
、
そ
れ
が
人
種
や
性
別
に
基
づ
く
自
然
な
区
別
で
あ
る
と
さ
れ
た
場
合
に
差
別
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
即
ち
、

人
種
や
性
別
に
お
け
る
差
異
が
社
会
的
に
作
ら
れ
て
い
た
場
合
で
も
（
生
物
学
的
性
差
と
対
比
さ
れ
る
意
味
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
そ
の
典
型
例

で
あ
ろ
う
）、
そ
れ
が
自
然
な
区
分
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
な
ら
ば
、
平
等
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

前
掲
注
（
37
）
の
著
書
の
中
でM

acK
innon

は
、
当
該
理
論
を
不
平
等
説
（inequality approach

）
と
呼
ん
で
い
た
が
、
後
に
反
従

属
原
理
と
名
称
を
変
更
し
て
お
り
、M

acK
innon

の
当
該
理
論
を
扱
う
論
者
も
こ
れ
を
反
従
属
原
理
と
呼
ん
で
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
に
倣
い
、

反
従
属
原
理
と
い
う
名
称
を
用
い
る
。

See M
A

CK
IN

N
O

N
, supra note 37, at 116.

Id.
Id. at 117.
Id. at 174.
M

acK
innon

も
、
同
性
間
Ｓ
Ｈ
や
、
女
性
か
ら
男
性
へ
の
Ｓ
Ｈ
に
関
す
る
分
析
を
行
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
そ

こ
で
挙
げ
ら
れ
る
事
例
を
見
る
限
り
、
そ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
強
制
的
な
性
的
行
為
で
あ
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
へ
の
侵
害
に
限
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）
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ら
れ
て
い
る
。Id. at 200-06.

ま
た
、M

acK
innon

に
よ
る
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
理
論
の
射
程
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
女
の
次
の
言
葉
に

も
現
れ
て
い
る
。
即
ち
、「
白
人
の
人
種
差
別
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
黒
人
の
み
が
レ
イ
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
象
に
適
し
て
い
る
の

と
全
く
同
様
に
、
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
男
性
に
と
っ
て
は
、
女
性
の
み
が
Ｓ
Ｈ
の
対
象
と
し
て
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
幻
想
で
は

な
く
、
真
実
で
あ
る
」。Id. at 180.

だ
が
、
本
稿
で
も
み
て
き
た
通
り
、
ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
男
性
か
ら
男
性
に
対
し
な
さ
れ
る
Ｓ
Ｈ

は
存
在
す
る
。

K
atherine M

. Franke, W
hat's W

rong w
ith Sexual H

arassm
ent, 49 Stan. L. Rev. 691, 746 (1997).

Id. at 732.
Id. at 746.

例
え
ば
、Q

uick v. D
onaldson Co.

事
件
（895 F. Supp. 1288 (S.D

. Iow
a 1995)

）
で
は
、「
男
性
被
用
者
は
、
彼
ら
が
不
利
な
状

況
に
あ
る
、
あ
る
い
は
脆
弱
な
地
位
に
あ
る
集
団
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
（
例
え
ば
、
彼
ら
が
反
男
性

的
環
境
あ
る
い
は
、
圧
倒
的
に
女
性
が
多
い
環
境
で
働
い
て
る
場
合
）、
第
七
編
の
保
護
を
受
け
る
」
と
判
示
さ
れ
た
。Franke, supra note 

45, at 753 (citing Q
uick, 895 F. Supp. at 1294).

See Franke, supra note 45, at 753-57.
Id. at 760-61.
Id. at 761.
Id. at 762-63.
25 F.3d 1459 (9th Cir. 1994).
Franke, supra note 45, at 764.
697 F. Supp. 1452, 1456 (N

.D
. I11. 1988).

本
件
で
は
、
原
告
は
、「
男
性
で
あ
る
こ
と
を
『
理
由
に
』
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
当
該
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
職
場
に
お
け
る
反
男
性
的
な
環
境
を
創
出
す
る
類
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
、
性
別
を
理
由

と
し
た
差
別
が
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
。Id.

Franke, supra note 45, at 764.
Id. at 762-65.
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Id. at 771.
Franke

は
、「
ゲ
イ
男
性
の
上
司
が
男
性
の
部
下
に
性
的
関
係
を
要
求
す
る
場
合
、
広
範
な
文
化
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
正
統
性

（orthodoxy

）
が
管
理
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
、
持
続
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
、
強
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
上
司
は
、

彼
の
性
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
に
権
力
の
あ
る
地
位
を
利
用
し
て
い
る
の
だ
。
性
差
別
に
関
す
る
理
論
の
う
ち
最
も
貧
弱
な
理
論
に
よ
っ
て
の

み
、『but for

』
の
因
果
関
係
が
証
明
さ
れ
る
場
合
、
性
差
別
が
あ
っ
た
こ
と
に
『
イ
エ
ス
』
と
言
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
得
る
」
と
述
べ
る
。

Franke
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
Ｓ
Ｈ
で
は
な
く
、
第
七
編
に
基
づ
く
別
異
取
扱
（
性
差
別
）
の
主
張
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。Id. 

at 766-67.
K

athryn A
bram

s, N
ew

 Jurisprudence of Sexual H
arassm

ent, 83 Cornell L. Rev. 1169, 1205-6 (1998).
Id. at 1206-08.
Id. at 1207-08.
A

bram
s

の
い
う
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
概
念
と
は
、「
自
己
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
諸
要
素
─
─
生
物
学
的
存
在
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ

れ
た
主
体
、
労
働
者
、
性
的
行
為
者
─
─
を
ま
と
め
、
特
定
の
文
脈
下
で
生
起
す
る
偶
発
的
な
統
一
体
（contingent w

hole

）
と
し
て
、
特

定
の
事
柄
を
創
造
す
る
能
力
」
の
こ
と
で
あ
る
。Id. at 1220.

V
icki Schultz, R

econceptualizing Sexual H
arassm

ent, 107 Y
A

LE L.J. 1683 (1998), V
icki Schultz, T

he Sanitized 
W

orkplace, 112 Y
A

LE L.J. 2061 (2003).
二
〇
一
八
年
、Schultz

は
、#M

e T
oo

運
動
に
寄
せ
て
、
こ
れ
ら
の
論
文
の
基
本
的
内
容
を

踏
襲
す
る
論
文
を
公
表
し
て
い
る
。V

icki Schultz, R
econceptualizing Sexual H

arassm
ent, A

gain, 128 Y
ale L.J. F. 22 (2018).

こ

の
論
文
でSchultz

は
、#M

e T
oo

運
動
に
お
い
て
明
確
に
性
的
な
内
容
を
含
ま
な
い
Ｓ
Ｈ
が
看
過
さ
れ
て
お
り
、
結
果
、
職
場
組
織
に
対

し
て
重
大
か
つ
広
汎
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
っ
た
類
型
の
Ｓ
Ｈ
の
矮
小
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。Id. at 29.
Id. at 27-28.
Id. at 45.
Id. at 49-53.
K

atherine M
. Franke, G

ender Sex A
gency and D

iscrim
ination: A

 R
eply to Professor A

bram
s , 83 Cornell L. Rev. 
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1245, 1249 (1998).

Id. at 1249-50.
Id.実

際
、
連
邦
が
財
政
支
援
す
る
公
立
学
校
及
び
中
等
教
育
以
上
の
教
育
機
関
に
お
け
る
性
差
別
を
禁
止
す
る
教
育
修
正
法
第
九
編

（T
itle IX

 of the Education A
m

endm
ents of 1972

）
に
お
い
て
も
Ｓ
Ｈ
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
女
性
に
性

的
暴
行
の
脅
し
を
行
う
、
性
的
に
侮
辱
的
な
写
真
を
送
り
付
け
る
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
ブ
ロ
グ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
す
る
等

の
技
術
的
な
攻
撃
を
行
う
と
い
っ
た
、
サ
イ
バ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。See D

anielle K
eats Citron, Law

's 
E

xpressive V
alue in Com

bating Cyber G
ender H

arassm
ent, 108 M

ich. L. Rev. 373, 374 (2009).

加
え
て
、
街
路
等
で
口
頭
の
、

又
は
身
体
上
の
性
的
に
侮
辱
的
な
言
動
が
行
わ
れ
る
Ｓ
Ｈ
（
ス
ト
リ
ー
ト
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
も
従
来
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

See D
eborah M

. T
hom

pson, T
he W

om
an in the Street: R

eclaim
ing the Public Space from

 Sexual H
arassm

ent, 6 Y
ale J.L. 

&
 Fem

inism
 313, 314-17 (1994).

See M
cGinley, supra note 26.

Id. at 1216.
Id.
Id. at 1216-17.
Id. at 1217-18.
Id. at 1222-23 (citing R.W

. CO
N

N
ELL, M

A
SCU

LIN
IT

IES 78 (1995)).
Id. at 1224.
Franke

は
、
こ
の
類
型
の
言
動
が
第
七
編
違
反
と
な
る
た
め
に
は
、
被
害
を
受
け
た
男
性
が
、
そ
れ
が
歓
迎
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
表
明
し
、
何
ら
か
の
雇
用
上
の
報
復
を
受
け
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
女
性
が
被
害
者
で
あ
る
場
合
よ
り
も
高
い
基
準

で
あ
る
が
、
か
か
る
言
動
は
、Franke

に
よ
る
Ｓ
Ｈ
の
性
差
別
理
論
で
あ
る
、
女
性
を
性
的
客
体
と
し
男
性
を
性
的
主
体
と
す
る
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
規
律
の
範
疇
に
は
収
ま
ら
な
い
た
め
許
さ
れ
る
と
い
う
。See Franke, supra note 45, at 767-69.

Shafer v. K
al K

an Foods, Inc., 417 F.3d 663, 666 (7th Cir. 2005) (citing O
ncale, 523 U

.S. at 81).
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See M

cGinley, supra note 72, at 1228.
Id. at 1228-29.
Id. at 1230.
Id. at 1231.
Id. at 1232.

も
っ
と
も
、
こ
の
脆
弱
な
地
位
と
性
別
と
の
関
係
を
極
端
に
相
対
化
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
展
開
の
中
で
獲
得
さ
れ
て

き
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
権
力
関
係
」
と
い
う
視
角
を
換
骨
奪
胎
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
上
で
枢

要
な
の
は
、
脆
弱
な
地
位
が
創
出
さ
れ
る
動
態
を
権
力
関
係
か
ら
把
握
す
る
視
点
を
担
保
し
つ
つ
、
そ
れ
が
「
個
人
」
へ
及
ぼ
す
影
響
と
の
関

係
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

See K
athryn A

bram
s, From

 A
utonom

y to A
gency: Fem

inist Perspectives on Self-D
irection, 40 W

m
. &

 M
ary L. Rev. 

805 (1999).
Joel Feinberg, A

utonom
y, in T

H
E IN

N
ER CIT

A
D

EL: ESSAY
S O

N
 IN

D
IV

ID
U

A
L A

U
T

O
N

O
M

Y
 (John Christm

an 
ed., O

xford U
niversity Press, 1989).

D
IA

N
A

 T
. M

EY
ERS, SELF, SO

CIET
Y

, A
N

D
 PERSO

N
A

L CH
O

ICE (Colum
bia U

niversity Press, 1989).
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